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論文要旨

論文 題 目 日本産ボラ科魚類の同定と生態に関する研究

ボラ科魚類は日本から 8属 16種が報告されており，水産重要種や希少種を

含む．また，その卓越した現存量によって，沿岸生態系を支える重要な分類

群でもある．しかし，本科魚類は形態が著しく類似しており，分類学的な混

乱が見られる特に，同定に重要な形質が未発達，あるいは破損しやすい稚

魚期においては形態に関する知見が乏しく，同定が極めて困難である．よっ

て，本科魚類の分布情報や生態に関する知見はおそらく混乱しており，水産

利用や保全策を策定する上で必要不可欠な基礎的知見が欠落している．正確

な同定方法の開発とその分布•生態に関する知見の収集は，本科魚類を持続
的に利用していく上で喫緊の課題である．

そこで，第 1章ではDNAバーコーディングを用いて分類学的単位 (OTU)

として本科魚類の多様性を把握したのち，形態観察を行い OTU間の同定方法

を開発した．また，本邦産本科魚類の分類を総括した瀬能 (2013) と各 OTU

がどのように対応するのかを検討した.DNAバーコーディングの結果，

230TUが確認された．これらの OTUは形態によって識別が可能であるか，

同所的に生息しており，形態的種概念あるいは生物学的種概念を満たすこと

から，種として扱うことが妥当であると考えられた．稚魚の標本が得られた

19種について形態を検討した結果，タイワンメナダ種群間 (2種）とボラ種

群間 (3種）以外については形態により識別が可能であることが判明した．

また，第 2章では沖縄島と西表島においてメナダ属 3種の生活史に関する

知見を集積した．その結果，以下のような違いが見られた；最大体長 1)最大

体長：雌 242mm, 雄 215mm SL vs雌 200mm,雄 154mmSLvs雌 204mm
SL, 雄 146mm SL (コボラ vsセスジボラ vsヒルギメナダ） ； 2)最高齢：

雌 8歳，雄 5歳 VS雌 5歳，雄2歳 vs雌 7歳，雄3歳； 3)最小成熟年

齢：雌2歳，雄2歳 vs雌 1歳，雄 1歳 vs雌 2歳，雄 1歳； 4)産卵期：

11-5月vs123月 vs12—3 月を含む； 5)加入期： 1—5 月 vs 2, 3月 vs1—3 月
を含む．また，ヒルギメナダの稚魚はマングローブに集中して出現すること

が判明した．このような生活史特性の違いは，本科魚類の多様性を維持する

上で重要な役割を担っている可能性がある．

第 3章では大東諸島から得られた 7種類のボラ科魚類（コボラ，フウライ
ボラ，オニボラ，タイワンメナダ，クチボソボラ，ワニグチボラ）について

同定の根拠を述べるとともに，その出現状況について考察した．

第4章では本科魚類の継続的な水産利用に向けて，漁獲量の精度向上に向

けた調査方法を提案した．また， 1—3 章の結果を踏まえ，今後レッドリストに
掲載すべき種と除外すべき種について提案した．
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